
 生活支援を考える部会資料
令和4年度狛江市地域自立支援協議会研修 

野中式事例検討の実践方法 
〜相談支援専門員が現場で活用するための入り口〜 

実施報告書 
まとめ：地域生活支援センターリヒト 

■研修の概要 

研修の目的と内容 
　　　自立支援協議会の地域課題として、「事例検討の開催経験が少ないことから、情報収集・整理・

会議手法等が未熟である」ことが課題となっていた。その解決のために、「研修会のような形で、

1度専門家 を講師として実施してはどうか」という意見をいただいていた。 

　　　本研修は、また、事例検討の実践方法を「東京都相談支援従事者研修」でも取り入れられてい
る「野中式事例検討」に設定し、多職種に呼びかけて実施した。 

　　　研修の内容は、京都相談支援従事者研修で複数年検討委員を務めていらっしゃる地域生活支
援センターあさやけの花形朗子をお招きして、合計3時間の研修を実施していただいた。 

研修参加者について 
参加者数：N＝21（名）　 

参加者の属性と所属 
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領域等 所属 参加人数
相談支援事業所 8

サポート 3

相談支援センターみずき 2

地域生活支援センターリヒト 3

行政 6

こまエール 1

狛江市福祉相談課相談支援係 5

高齢 3

あいとぴあ地域包括支援センター 1

地域包括支援センターこまえ苑 1

地域包括支援センターこまえ正吉苑 1

障害（主に精神障がい） 3

就労支援事業所メイ 3

障害（主に知的障がい） 1

こまえ工房 1
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■アンケート報告 

要約 
アンケート回収数　：n=13(件）　回収率61.9％ 
アンケート実施方法：Googleフォームを使用した記述式 
アンケート実施期間：2023年3月7日17:00〜3月16日0:00（約9日間） 
 

Q1：あなたの福祉領域での経験年数をお知らせください。 

Q2：あなたの所属している機関を教えてください。 

Q3：本研修会に参加をした満足度を教えてください（1：満足できなかった・5：とて
も満足した） 
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3年未満 1
4年以上5年未満 3
5年以上10年未満 2
10年以上15年未満 3
15年以上20年未満 2
25年以上30年未満 2

総計 13

満足できない 0

やや満足できない 0

やや満足できる 0

満足できる 4

とても満足できる 9

合計 13

相談支援事業所 5

行政職 4

障害福祉サービス事業所 3

地域包括支援センター 1
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Q4：上記の満足度にした理由を教えてください（自由記述） 
・花形さんのクオリティが高かった 
・野中式事例検討の実践が理解できた。 
・他職種の視点から質問をしていくことで、自分にはなかった発想や切り口から捉えて考えること

ができ、対応に悩むケースも支援の可能性が広がると思いました。 
・本格的な野中式事例検討を体験するのが初めてであり、とても有効な手法であると感じたため。 
・事例検討方法を改めて学ぶことができたため。 
・講義がわかりやすかった。 
・最後の振り返りの後、質問できる時間があると良かったと思いました（聞いてみたいことがあった

ので） 
・障がいの分野について病気について、活動のセンターについて知ることができて、大きな学びと

なった。 
・実際の事例を通して、野中式の事例検討方法を体験することができたこと。 
 

Q5：本研修会に参加をした役に立ったかどうかを教えてください 

Q6：本研修を受けて、職場の同僚や上司・後輩に参加をおすすめしたいですか 

Q7：本研修についてご意見・ご感想をお願いします。 
・野中式の事例検討をもっと幅広い方に知って頂きたいです。 
・より多くの人に参加してもらいたい 
・市内の他分野の方からの参加があって良かった。 
・他の事例の方でも見てみたいと思いました。 
・「事例提供理由をぼんやりさせず、展開しながら々提供理由を確認する」ということがポイントとさ

れているが、やり方を間違えると事例提供者に対して「こんなに言われるなら事例出さなきゃよ
かった」という思いにさせかねないと感じ、ファシリテーションには場の空気に配慮する技術が
必要だと思った。 

・実践する時間もあり、とてもためになった。 
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役に立たなかった 0

やや役に立たなかった 0

やや役に立った 0

役に立った 4

とても役に立った 9

合計 13

おすすめしない 0

ややおすすめしない 0

ややおすすめしたい 1

おすすめしたい 2

とてもおすすめしたい 10

合計 13
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・事例を利用して実際に事例検討を体験できたため、非常に理解しやすかったです。 
・実演という形で、事例検討の場に自ら参加しながらの体験的な研修の形で、実際に今後自分が取

り入れようとする際のイメージがしやすかったです。事例検討に対して苦手意識がありますが、
自分でも取り入れることができるかも知れないと思えました。また、日中の時間というのは業務
上難しいというお声もあることと思われますが、個人的には業務終了後の夜間の時間帯や休日
に参加することが今はできない状況ですので、今回参加の機会が持てて本当にありがたく思い
ました。また研修への参加を通して、多事業所で違った立場で仕事をされている方ともお話しで
きたことも有意義なことでした。 

・普段喋るのが得意ではないが、たくさん発言もできたと思う。ファシリテーションについてもハー
ドルが近く感じていたが、自分が出来そうなところからやれたらと思う。 

・研修自体が分かりやすく、実際の事例を通しての内容であったため、イメージしやすかったです。
また、他事業所の方と同じ場で事例検討をすることで、今までになかった視点なども感じ取るこ
とができ、とても勉強になりました。 

Q8：今後、狛江市地域自立支援協議会で取り上げてほしい研修などありましたら、お
知らせください。 

・野中式をベースに、ファシリテーター研修 
・本研修のようなファシリテーションの活用を促す研修 
・子ども保育教育に関すること、発達障害に関すること 
・相談支援専門員のメンタルケア 
・業務の傍ら研修には職員が交代でしか参加できない事情があるので、今回と同じテーマで複数回
行っていただくこともご検討頂けたら嬉しいと思いました。 

・ファシリテーションについて、 
・親亡きあとを見据えて、ダウン症に関連する事例検討など 
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研修会の様子 
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講師の花形朗子さん

ホワイトボードを3枚使用し、ファシリテーションを進んでいきました

講義→演習→講義と進み、最後は参加者の感想を共有しました


